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混合状態の多様性によるブラックカーボンの放射効果の不確定性

Large uncertainty in black carbon radiative effect with resolved mixing

state diversity
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　大気中のブラックカーボン（BC）エアロゾルは、地球の気候に対して大きな加熱効果を持つと考えられてい

るが、その不確定性は依然として大きい。BCの大気中の寿命や太陽放射の吸収効率は、BC粒子の粒径分布や

混合状態（各粒子の化学組成）に強く依存する。しかしながら、これらのパラメータを十分に表現できる全球

エアロゾルモデルはほとんどない。本研究では、我々が開発してきた粒径分布と混合状態を解像する全球エア

ロゾルモデルを用いて、エアロゾルの排出時の粒径分布の不確定性が、BCの放射効果の推定において大きな不

確定要因となることを示す。このBC放射効果の不確定性は、一般的な全球エアロゾルモデルでは考慮できない

新たな不確定性であり、単一の混合状態を仮定して計算した場合の不確定性に比べて5-9倍大きい。また、そ

の不確定性幅は、全球エアロゾルモデルの相互比較プロジェクトにおけるBC放射効果のモデル間のばらつきに

匹敵する。これらの結果は、BCの加熱効果とその気候システムとの相互作用を精度良く推定する上で、BCの

混合状態の多様性（BCのみの粒子、BCを含まない粒子、被覆の多いBC粒子、被服の少ないBC粒子など）を

考慮することの重要性を示している。
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